
【補足資料】 環境基本計画（第四次） 構成（案） 

【現】第三次計画 構成 主な変更点 【新】第四次計画 構成案 
計画策定の趣旨 【新】全体 

・章立て等、全体をシン

プルに再構成（はじ

めに計画の全体構

成を示す） 

 

 

【新】第１章 

・改定の背景の追加 

 （国内外の動向や、市 

  の特徴等） 

 

 

【新】第２章 

・市民や事業者の望ま 

しい行動等をイラスト 

等を交えて紹介予定 

 

※【現】第 1 部第 2 節  

 の分野別のまちの姿 

 （ビジョン・現状と課

題）は【新】第 4 章の

各節内に掲載 

 

 

【新】第３章 

・計画の改定の視点に

掲げた行動変容・事

業者連携の視点を重

点施策として筆頭に

置き重要性を強調 

 

 

【新】第４章 

・計画の改定の視点に

掲げた脱炭素、循環

経済・生物多様性の

統合的推進を基本施

策の第１～3 節に置き

重要性を強調（シナジ

ーやトレードオフの関

係を示す） 

 

 

【新】第５章 

・環境教育・学習計画

の統合を踏まえ、各主

体（市民、事業者、団

体、行政等）の役割を

記載（第１節第１項） 

 

・環境変化を見据え、５

年を目途に改訂の必

要性を判断 

 （第２節第３項） 

第 1 章 新たな計画の策定にあたって 

計画の枠組み   第 1 節 計画の枠組み                      学習計画 第１章 

  ・ 位置づけ、対象地域、計画期間   ・ 趣旨、位置づけ、対象地域、計画期間、推進主体、計画の全体構成 

   第 2 節 改定の背景 

     第 1 項 環境問題をめぐる国内外の動向   ビジョン 第１・２章 

     第 2 項 福岡市の今とこれから             ビジョン 第３章 

   第 3 節 改定の考え方 

第 1 部 環境基本計画がめざすもの 第 2 章 目指す環境都市像 

第 1 節 めざすまちの姿   第 1 節 みんなでめざすまちの姿             ビジョン 第４章 

第 2 節 環境施策の分野別のまちの姿 第 2 節 みんなでめざすまちの姿の実現に向けた行動 

1   快適で良好な生活環境のまち   第 3 節 環境施策の展開（施策の体系） 

２   市民がふれあう自然共生のまち  

３   資源を活かす循環のまち  

４   未来につなぐ低炭素のまち  

第 2 部 環境施策の展開  

  ・ 施策の体系  

第 1 章 分野別施策の展開 第 3 章 重点施策の展開                  ビジョン 第４・５章 

第 1 節 快適で良好な生活環境のまちづくり 第 1 節 【行動変容】環境行動を実践するまちづくり          
学習計画 第２～４章 

第 1 項 黄砂・PM2.5 などの大気汚染物質への対応     第 1 項 環境にやさしい行動の輪を広げる 

第 2 項 良好な生活環境の保全     第 2 項 環境に関する学びの輪を広げる 

第 3 項 気候変動への対応   第 2 節 【事業者連携】環境経営を実践するまちづくり 

第 4 項 歴史・景観を活かした美しいまちの実現     第 1 項 環境にやさしいビジネススタイルを定着させる  

第 2 節 市民がふれあう自然共生のまちづくり     第 2 項 環境と経済の好循環を創る 

第 1 項 生き物や自然環境の保全・再生と自然のネットワーク 

の形成 
第 4 章 基本施策の展開                   ビジョン 第４・５章 

第 2 項 自然からの恵みの持続的利用の促進   第 1 節 【脱炭素】カーボンニュートラルを実装したまちづくり 

第 3 項 生物多様性の認識の社会への浸透     第 1 項 まちやくらしの脱炭素化と持続可能なエネルギー利用を 

を進める 

第 3 節 資源を活かす循環のまちづくり     第 2 項 気候変動によるリスクに備える 

第 1 項 廃棄物の発生抑制・再使用・再生利用の 

推進 
第 2 節 【循環経済】地球にやさしい循環のまちづくり 

第 2 項 廃棄物の適正処理の推進     第 1 項 ごみの減量と資源化を進める 

第 3 項 水資源の有効利用の促進     第 2 項 ごみの適正な処理を進める 

第 4 節 未来につなぐ低炭素のまちづくり 第 3 節 【生物多様性】多様性にあふれた自然共生のまちづくり 

第 1 項 省エネルギーの促進     第 1 項 豊かな自然と多様な生きものを守り、活かす 

第 2項 再生可能エネルギーやエネルギーマネジメントシステ

ムなどの導入・活用 
    第 2 項 水とみどりを守り、活かす 

第 3 項 低炭素型の都市構造及び交通体系の構築 第 4 節 【生活環境】安全で良質な生活環境のまちづくり 

第 2 章 分野横断型施策の展開     第 1 項 安心・安全に暮らせる生活環境を確保する 

第 1 節 環境の保全・創造に向けた人づくり・地域づくり     第 2 項 美しく、住み良い生活環境をつくる 

第 1 項 環境行動を担う人材の育成 第 5 節 【広域連携】九州・アジアとつながる環境協力のまちづくり 

第 2 項 地域環境力の向上     第 1 項 市域を超えた環境協力を進める 

第 2 節 環境の保全・創造に向けたしくみづくり     第 2 項 環境技術を活かして国際社会に貢献する 

第 1 項 環境配慮のための手続きや規制等の整備・ 

        運用 
 

第 2 項 市民・事業者の自主的な活動等に対する 

支援 
 

第 3 項 環境情報の継続的な収集・発信と共有  

第 3 節 ふくおかから九州・アジアへ  

第 1 項 近隣地域や九州・国内各地域との連携  

第 2 項 国際環境協力の推進  

第 3 部 計画の推進 第 5 章 計画の着実な推進に向けて 

第 1 節 推進体制 第 1 節 推進体制 

第 1 項 各主体との連携 第 1 項 各主体の役割と連携              ビジョン 第７章  
学習計画 第３・４章 

第 2 項 庁内推進体制の充実 第 2 項 庁内推進体制の充実 

第 2 節 指標による進行管理 第 2 節 進行管理 

第 1 項 進行管理の実施方針 第 1 項 進行管理の実施方針 

第 2 項 成果指標 第 2 項 成果指標 

資料編 第 3 項 計画の見直し 

 資料編 

※統合する「福岡市新世代環境都市ビジョン」及び「福岡市環境教育・学習計画（第三次）」が主に内包されている箇所を四角囲みで掲載 

資料４ 


